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研究成果の概要（和文）：ジャイナ教在家信者の行動規範では，在家信者の実践すべき儀礼として，自発的に食
を断って死を迎える断食死が論じらているが，断食死の実践は，古くから「自殺に相当する」という批判を浴び
てきた．報告者は，このような批判に対するジャイナ教からの応答を一次文献の記述に基づいて詳細に検討する
ことを主な研究課題とした．研究の中心となったのは「シュラーヴァカ・アーチャーラ文献」と呼ばれるジャイ
ナ教在家信者の行動規範を論じた文献における断食死の規定である．研究成果としては，論文4篇，関連する文
献の訳注研究4篇を学会誌や紀要に発表した．

研究成果の概要（英文）：In the code of conduct of Jain lay persons, fasting unto death, in which 
they voluntarily refuse to eat and die, is discussed as a ritual which lay persons should practice. 
The practice of this fasting unto death has been criticized as "be equivalent to a suicide" since 
old days. The present researcher's main subject was to examine the response from Jainism to such 
criticism in detail based on the description of the primary text. The focus of the research was the 
definition of fasting unto death in the texts called "Sravakacara texts" which discussed the code of
 conduct of Jain lay persons. As a research result, 4 papers and 4 annotated Japanese translations 
of related texts are published in research journals, etc.

研究分野： 中国哲学・印度哲学・仏教学

キーワード： インド哲学　死生学　ジャイナ教　在家信者　断食死　シュラーヴァカ・アーチャーラ文献

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果は，インド哲学や仏教学だけでなく，死生学，生命倫理などの分野にも新たな知見を提供すること
ができると考えられる．本研究により，宗教的な教義にもとづくものとはいえ，ジャイナ教の断食死が今日で言
うところの尊厳死の先駆的なものであることが明らかとなった．2,000年以上の歴史を持つ伝統宗教の見解とい
う，いわば人類の大きな知的遺産の解明は，現代人が直面している問題を解決するうえでも大いに参考になると
考えられる．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）ジャイナ教は，「生き物を傷つけたり，殺したりしてはいけない」という不殺生戒をとり
わけ重視してきたことで有名である．その不殺生の徹底ぶりは，インドの宗教における不殺生
を語る際に，必ずと言ってよいほど言及されてきた．ジャイナ教のそのような姿勢は，世俗的
な生活を捨てて厳しい修行生活を送る出家修行者だけでなく，一般の在家信者の生活にも影響
が及んでいる． 
 その一方で，ジャイナ教では古くから，食を断って自発的に死を迎える断食死が出家修行者
のみならず在家信者にも推奨され，今日に至るまで実践されてきた．そして，この断食死は古
くから「自殺（＝自分自身に対する殺生）に相当するのではないか？」という批判にさらされ，
このような批判に対しては古くからジャイナ教の学僧が反論してきた． 
 
（2）このような状況は，ジャイナ教が誕生して 2,000 年以上が経った現代でもほとんど変わっ
ていない．インドの司法関係者である T. K. Tukol が世に問うた『断食死は自殺にあらず
（Sallekhanā is not suicide）』という著作のように，断食死を擁護するような立場もある．その一
方で，2015 年 8 月には，北インドのラージャスターン州高等裁判所から断食死を違法とすると
いう見解が発表され，ジャイナ教徒たちが沈黙のデモ行進をするなどして抗議した結果，イン
ドの最高裁判所はジャイナ教の断食死を認め，禁止理由について回答するようラージャスター
ン州政府に要請した．つまり，断食死をめぐる論争は，「古典」と呼ばれるテキストの中だけで
なく，現実世界においても続いていると言える． 
 

（3）ジャイナ教在家信者の断食死に関する先行研究としては，在家信者の行動規範を記したシ
ュラーヴァカ・アーチャーラ文献と呼ばれる文献群の全体を扱った R. Williams の Jaina Yoga: A 
Survey of the Mediaeval Śrāvakācāras（London Oriental Series 14, London, 1963 年）の断食死に関す
る章が最も信頼できる網羅的な研究とみなされ，この問題を論じる際には必ずと言ってよいほ
ど言及されてきた． 
 しかしながら，この研究は在家信者の行動規範全体を扱った書物の一章に過ぎないこと，一
次文献への言及の仕方が恣意的であり網羅的でないこと，出版から 50 年以上が経過しており，
その間に新たに参照可能となった文献が数多くあることなどから，多くの点で見直しが必要で
あると考えられ，改めて一次文献にもとづいた網羅的な研究を行う必要があった． 
 
２．研究の目的 
 本研究は，将来的にジャイナ教の死生観を解明するための基礎的研究として，ジャイナ教在
家信者の断食死の全容解明を試みるものである．また，ジャイナ教在家信者の行動規範につい
て論じたシュラーヴァカ・アーチャーラ文献では，在家信者の行うべき実践として断食死を論
じているが，前述のように，自発的に食を断って死を迎える断食死は，古くから「自殺に相当
する」という批判を浴びてきた．そして，ジャイナ教の学僧たちもそれに対して反論してきた
が，今なお大きなニュースになることがあることからも分かるように，いまだ決着がついてい
ないと言える． 
 このような状況に鑑み，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献に見られる断食死に関する規定
を正確に解読することを通じ，断食死の全容を解明し，さらには尊厳死としての断食死と自殺
との相違を論じるジャイナ教の主張を抽出・分析して明らかにすることが本研究の主な目的で
ある． 
 
３．研究の方法 
 本研究では，Williams の研究をはじめとする先行研究の見直しのために，先行研究では参照
されていない文献も含むサンスクリット語，プラークリット語で書かれた一次文献を対象とす
る．なかでも，ジャイナ教在家信者の行動規範について論じたシュラーヴァカ・アーチャーラ
文献を主要な対象とする． 
 具体的には，（1）一次文献の解読作業，（2）未出版写本や入手困難な刊本，現代語の文献の
調査，（3）電子テキスト，索引等の作成という 3 点を主な研究方法とする． 
 
（1）一次文献の解読作業 
 まずは，現在までに入手できた 57 種類のシュラーヴァカ・アーチャーラ文献のシノプシスを
作成し，その文献の構成に従って各文献をいくつかのタイプに分類する作業を行う．そのうえ
で，各文献の記述体系における断食死の位置付けを分析することにより，断食死がジャイナ教
在家信者に対して持っている重要性を明らかにする． 
 また，断食死に関する規定が記された箇所の詳細な訳注を作成することにより，断食死の実
践が認められる条件，実践される場所や手順，違反行為などを解明する．さらには，実践者の
心理や断食死と自殺の相違点についての議論を分析する． 
 
（2）未出版写本や入手困難な刊本，現代語の文献の調査 
 Williams の研究の出版以降に多くの文献が出版されたことからも分かるように，インド国内



にはまだまだ多くのシュラーヴァカ・アーチャーラ文献が写本の状態で眠っていることが予想
される．これらの写本に関する状況を明らかにするため，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献
の写本を所蔵しているインドの学術機関を訪れて調査を行う． 
 また，インドで出版されている刊本の中には，インド国外では入手困難なものやヒンディー
語をはじめとする現代インドの言語で著されたシュラーヴァカ・アーチャーラ文献も数多く存
在するため，それらの文献の調査も併せて行う． 
 
（3）電子テキスト，索引の作成 
 将来的に様々なインド古典文献の電子テキストとリンクさせたデータベースを構築するため，
他の研究者の協力を得て，シュラーヴァカ・アーチャーラ文献，およびジャイナ教の関連分野
の文献の電子テキストを作成する．他にも，一次文献の解読作業の際に訳注作業を行った文献
の索引を作成する． 
 
４．研究成果 
（1）シノプシス，訳注等の作成 
 一次文献の解読作業により，これまでに入手した 57 種類のシュラーヴァカ・アーチャーラ文
献のシノプシスを作成した．この作業により，各文献における断食死の位置付けが明らかとな
っただけでなく，各文献をいくつかのグループに分類することができ，文献間の影響関係を考
える土台を築くことができた．また，各文献における断食死の位置付けを分析したことにより，
ジャイナ教在家信者の行動規範における断食死の重要性や強制力を明らかにすることができた． 
 併せて，断食死に関する具体的な規定を詳細に分析することにより，実践可能な条件，実践
場所，具体的な手順，違反行為などを明らかにした．他にも，実践者の心理，ジャイナ教徒か
ら見た断食死と自殺との相違などを解明し，ジャイナ教徒が自覚していなかったと考えられる
相違点に関しても，第三者的な視点から抽出した．これらの分析のもとになった訳注は，詳細
なクロスリファレンスを付して将来的に発表する予定である． 
 
（2）未出版写本や入手困難な刊本，現代語の文献のリスト作成 
 インドのバンダルカル東洋学研究所（マハーラーシュトラ州プネー市）を訪れ，シュラーヴ
ァカ・アーチャーラ文献の写本・刊本の調査を行った．研究所のカードなどを網羅的に調査す
ることにより，当研究所から出版されている写本のリストから漏れているものも含む所蔵写本
のリストを作成した． 
 他にも，バンダルカル東洋学研究所，デカン・カレッジやインドの書店などにおいて，イン
ド国外では入手困難な刊本や現代語で著されたシュラーヴァカ・アーチャーラ文献の調査を行
い，リストを作成した．これらのリストも，同様の調査を継続してより充実したものにしたう
えで，将来的に公開を予定している． 
 
（3）電子テキスト，索引の作成 
 若手研究者の協力を得て，19 種類のシュラーヴァカ・アーチャーラ文献，およびその理論的
基礎を考察するために必要となる哲学文献 3 種類の電子テキストを作成した．また，一次文献
の解読作業により訳注を行った文献のサンスクリット語・プラークリット語索引も作成した． 
 これらは直ちに大きな成果をもたらすものではないが，今後少しずつ蓄積していき，さらに
はこれまでに入力・公表されているインド古典文献の電子テキストとリンクさせたデータベー
スなどが構築されれば，将来的には諸文献間の引用関係や影響関係などの解明に大いに資する
ものとなり，相対年代確定のための礎になることが期待される． 
 
（4）他宗教の規範との比較の基礎作業 
 当初の研究計画にはなかったが，ジャイナ教在家信者の行動規範を考察するうえでも重要と
なるインドの多数派宗教ヒンドゥー教の倫理との比較を行うための基礎作業も行った．ヒンド
ゥー法典の内容等に関しては研究の蓄積もあり，比較的よく知られていることに鑑みて，格言
詩や聖者伝，伝説的な王に関する説話などの訳注作業を行った． 
 具体的には，インドにおいて最も有名な格言詩と言われるグプタ朝の宰相チャーナキヤに帰
せられる格言詩 Cāṇakyanītidarpaṇa の訳注研究，ヴェーダーンタ学派不二一元論派の祖シャン
カラの伝記 Śaṅkaradigvijaya 第 1 章の訳注研究，自らの命も顧みない自己犠牲の精神で知られ
る伝説的なヴィクラマ王の伝記 Vikramacarita（簡略版）前半部の訳注研究を行い，発表した． 
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